
G7X-LA-W

Rev1



商商品品構構成成

G7X-LA-W

ストッパーピン
Φ5×15　2本

スペーサ
　1個

M4×14　４個

G4-H900A
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安全にお使いいただくために

絵表⽰について

この取扱説明書には、安全にお使いいただくためのいろいろな絵表⽰をしています。
その表⽰を無視して、誤った取り扱いをすることによって⽣じる内容を次のように区分しています。内容をよく理解してから本⽂をよくお読
みください。

警告 注意
⼈が死亡または重傷を負う恐れ
がある内容を⽰しています。

⼈がけがをしたり財産に損害を受ける恐れ
がある内容を⽰しています。

記号は、気を付ける必要が
あることを表しています。

記号は、してはいけないこと
を表しています。

記号は、しなければいけないこと
を表しています。

絵表⽰の意味（絵表⽰の⼀例です。）

●この製品は厳重な品質管理と検査を経て出荷しておりますが、万⼀故障または不具合がありましたら、お買い上げの販売店にご連絡下さい。

●お客様または第三者がこの製品の使⽤誤り、使⽤中に⽣じた故障、その他不具合またはこの製品の使⽤によって受けられた損害については、

法令上損害賠償が認められる場合を除き、当社は⼀切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

●この製品は付属品を含め、改良のため予告なく変更することがあります。

⾵通しの悪い場所、ほこりや湿気の多い場所、油煙や湯気の当る場所、⽔などの液体のかかる場所には設置しないで下さい。

⽕災や感電の原因になります。

可動部への注油は、⾏わないで下さい。油がディスプレイ内部にはいると、⽕災の原因になります。

●モニター（アーム）を動かすときは、周囲に⼈がいないこと、物がないことを確認して、静かに動かしてください。

●直射⽇光の当たる場所や暖房器具の近くなど、⾼温になる場所には設置しないでください。発熱や発⽕の原因

になることがあります。

●コンセントやコンピュータ等機器への接続は、本機を設置したあとで⾏ってください。コードやケーブルが引っ掛かり、落

としたり、倒れたりしてけがの原因になることがあります。

●ぐらついたり、傾いた台（机）には設置しないでください。落ちたり、倒れたりすると、けがの原因になることがあります。

●設置時は、本機をしっかりと持ってください。落としたり、倒れたりすると、けがの原因になることがあります。

●固定部（取付ブラケット）およびアームと取付ブラケットの結合部）のネジがゆるんでいないかを確かめてください。

ネジがゆるんでいると、落ちたり、倒れたりしてけがの原因になることがあります。

●指をはさまないように気をつけてください。

●改造や分解はしないでください。また、お客様による修理はしないでください。⽕災や感電、けがの原因になることがあり

ます。

●モニター（アーム）に物を引っ掛けたり、上から押さえたりしないでください。倒れたり、破損してけがの原因になること

があります。

●次のようなところには取り付けないでください。落ちたり、倒れたりすると、けがの原因になることがあります。
・板厚が薄いところ
・クランプが奥まで押し込めないところ（掛りが浅い）
・横向きや下向きになるところ
・強い衝撃や振動を与えないでください。落ちたり、倒れたりしてけがの原因になることがあります。

●壁取付⽤ブラケットの設置について
PS4-902/PS4-N902（壁取付⽤ブラケット）を設置する壁⾯は、液晶ディスプレイと取付ブラケット等の総合荷

重に⻑期間⼗分耐え、また地震や想定される振動やアームを動かすときに加わる外⼒に⼗分耐えうる施⼯を⾏ってください。

お客様による⼯事は⼀切⾏わないで下さい。
設置は、必ず取付⼯事業者に依頼してください。、
誤った取付を⾏った場合、液晶ディスプレイが落下して傷害の原因になります。
PS4-902/PS4-N902（壁取付⽤ブラケット）を設置後、壁取付ブラケットを撤去しますと、壁⾯に取付ねじ類の⽳やアンカ

ーボルトが残りますのでご了承ください。液晶ディスプレイを⻑期間ご使⽤になられますと、液晶ディスプレイの熱や空気

の流れで壁が変⾊することがありますのでご了承ください。

●取付不備、取扱不備による事故、損傷については、当社は責任を負いません。

注意

警告
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卓卓上上取取付付けけブブララケケッットト（（GG44--990011））のの取取付付けけ方方

天板に対応する ねじ 等を4本（ M8ボルト と ナッ ト ： 推奨） 用意し てく ださ い。

卓上用取付ブラ ケッ ト の取付け穴寸法は下図のよ う に設定さ れています、 図に従っ て

下穴処理等を必要に応じ て行っ てく ださ い。

取付けは、 取付けブラ ケッ ト と 天板を挟むよ う にボルト と ナッ ト でし っ かり 固定し てく ださ い。

取付け穴寸法図

ボルト （ M8）          

ナッ ト （ M8）
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スプリ ン グワ ッ シャ ー
（ M8）

●卓上ブラ ケッ ト の設置について
 Ｇ ４ －９ ０ １ （ 卓上ブラ ケッ ト ） を設置する 場所は、 液晶ディ スプレ イ 、 アーム本体、 取付ブラ ケッ ト 等の総合荷重に長期
  間十分耐え、 また地震や想定さ れる 振動やアームを動かすと き に加わる 外力に十分耐えう る 場所に取り 付けてく ださ い。

 Ｇ ４ －９ ０ １ （ 卓上ブラ ケッ ト ） を設置後、 取付ブラ ケッ ト を撤去し ますと 、 取付ねじ 類の穴が残り ますのでご 了承下さ い。

注意

G4-901
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壁取付けブラケット（G4-902-W）の取付方
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取付け穴寸法図 外観図

G4-902

 お客様による⼯事は⼀切⾏わないで下さい。

注意

各種の壁に対応する市販のアンカー類及びねじ等を4本とスプリングワッシャー・平ワッシャーを各4個⽤意してください。

上記の壁取付ブラケットの設置についての注意事項をよく読みの上、液晶ディスプレイの壁⾯への適切な設置場所を決めて

ください。

壁⽤取付ブラケットの取付け⽳⼨法は下図のように設定されています。図に従って

壁⾯にアンカー処理・下⽳処理等を必要に応じて⾏ってください。

●壁取付⽤ブラケットの設置について

 

G4-902（壁取付⽤ブラケット）を設置する壁⾯は、液晶ディスプレイと取付ブラケット等の総合荷重に⻑期間⼗分耐え、
 また地震や想定される振動やアームを動かすときに加わる外⼒に⼗分耐えうる施⼯を⾏ってください。

 設置は、必ず取付⼯事業者に依頼してください。

 誤った取付を⾏った場合、液晶ディスプレイが落下して傷害の原因になります。

 G4-902（壁取付⽤ブラケット）を設置後、壁取付ブラケットを撤去しますと、壁⾯に取付ねじ類の⽳やアンカーボルトが残

 りますのでご了承ください。液晶ディスプレイを⻑期間ご使⽤になられますと、液晶ディスプレイの熱や空気の流れで壁が変

 ⾊することがありますのでご了承ください。
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G4-H900A

標準クランプ（G4-H900A）の取付け⽅
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強強化化ククラランンププ（（GG44--990000WW））のの取取付付けけ方方

強化ク ラ ン プを奥まで押し 込み、 机（ 台） にし っ かり と 固定し てく ださ い。

台（ 机） の傷防止のため付属のスペーサをお使いになっ てく ださ い。

ハン ド ルを廻し て固定し ます

スペーサー

スペーサー

取付け可能な天板の厚み15mm～80mm

●強化ク ラ ン プの設置について
 Ｇ ４ －900Ｗを設置する 場所は、 液晶ディ スプレ イ 、 アーム本体、 取付ブラ ケッ ト 等の総合荷重に長期間十分耐え、 また地
  震や想定さ れる 振動やアームを動かすと き に加わる 外力に十分耐えう る 場所に取り 付けてく ださ い。

注意
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ストッパーピン

ストッパー位置の変更はロングアーム動作範囲設定を参考にしてください

アアーームムをを取取付付けけブブララケケッットトにに付付けけるる

アームの差込軸とブラケット差込穴の切り込みを
合わせてください。 
ヒンジトルクにて固定保持力を高めています。

注意

N社ブラケットに付属
していた軸受を必ず
装着してください

軸を差し込んだ後にねじを
確実に締め付ける

G4-H900A
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アアーームムににテテレレビビをを取取りり付付けけるる                  

テレビ固定ねじ
（M4×14）
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ヘヘッッドド部部のの回回転転規規制制のの方方法法                

145°

145° 145°

145°

ヘッド部の回転角度方向を変えることができます。

ヘッド部を取り外して平行ピンの位置を変えることにより
ヘッド部の回転角度が変わります。

出荷時は標準位置に設定してあります。
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ケーブルを結束バンドで
固定します

配線⽅法
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